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あけましておめでとうございます

新
宿
区
議
会
議
長

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に
は
お
健

や
か
に
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
り
、
尊
い
人
命
を
奪
う

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
、
時
に
私
た
ち
の
想

定
を
は
る
か
に
超
え
る
脅
威
を
も

た
ら
す
も
の
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ

に
よ
る
事
件
が
収
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
ず
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験

や
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
も
、
重
大
な

脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
明
る
い
話
題
で
は
、
秋

篠
宮
家
の
眞
子
内
親
王
殿
下
の
ご

婚
約
発
表
や
、
上
野
動
物
園
で
赤

ち
ゃ
ん
パ
ン
ダ
の
誕
生
な
ど
、
心

温
ま
る
思
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

区
に
お
い
て
は
、
９
月
に
念
願

の
漱
石
山
房
記
念
館
が
開
館
し
、

多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
先
10
年
間

の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
た
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
、
本
年
が
そ
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
と
と
も
に
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
取
組
み
も
進
展
し
ま
す
。

　

区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

不
透
明
な
社
会
経
済
情
勢
で
は
あ

り
ま
す
が
、
区
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
日
々
区
民
の
皆
さ
ま
か

ら
頂
く
声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
基
本

構
想
で
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
を
実
現

す
る
た
め
に
、
安
全
安
心
で
暮
ら

し
や
す
く
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
新

宿
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
引
き
続
き

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
新
宿
区
の
発

展
と
区
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

…2、3 面

……4 面

……4 面

……5～7 面

…………8 面

●各会派・新年のあいさつ
●第4回定例会
議案の概要と審議結果
●平成29年度上半期
　政務活動費・議長交際費
●区政のここを問う！
　定例会での代表・一般質問

●委員会の活動状況

議　案第4回定例会で可決した主な

　平成３０年度から１０年間の施策の方向性を示した新宿区総合計画を策定するための「新宿区総合計画の基本的な事項について」を可決
しました。この議案は総務区民・環境建設の２つの委員会に係わる内容になるため、１０年ぶりに「連合審査会」の形で２委員会合同による
審査を行いました。

〇「新宿区住宅宿泊事業の適正な運営の確保に関する条例」を制定
　「住宅宿泊事業法」に基づき規定すべき事項及び住宅宿泊事業の適正な運営の確保に関し
　必要な事項を定める。

〇平成２９年度一般会計補正予算（第５号）
　　　社会資本等整備基金積立金
　　　介護保険特別会計繰出金
　　　四谷三栄町地域の住居表示実施に要する経費
　　　夏目漱石記念施設整備基金積立金　　　　　　　　　　　　　　　　　など

〇平成２９年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
　　　制度の改正に伴うシステム改修に要する経費
　　　成年後見審判請求事務等

■■ 「新宿区総合計画の基本的な事項について」など区長提出議案32件を可決

関連記事 ４面

りのら構すし宿努展よ挨

新宿区と富士山

●各会派・新年のあいさつ
●第4回定例会
議案の概要と審議結果
●平成29年度上半期
　政務活動費・議長交際費
●区政のここを問う！
　定例会での代表・一般質問

●委員会の活動状況

…2、3 面

……4 面

……4 面

……5～7 面

…………8 面

地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に
強
い

防
災
拠
点
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　

安
全
・
安
心
な
国
づ
く
り
の
た
め
、防

災
・
減
災
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。地

域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に
強
い
防
災

拠
点
の
整
備
を
図
る
た
め
、「
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の
全
自
治
体
へ
の
完
備
・
普
及

や
自
主
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
化

等
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
」等

を
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地
域
経
済
を

構
築
す
る
た
め
の
地
方
財
政
措
置
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

高
齢
化
対
策
、少
子
化
対
策
や
、こ
れ

ら
の
施
策
を
支
え
る
日
本
経
済
の
底
上

げ
も
正
念
場
で
あ
る
。国
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
消

費
税
率
引
き
上
げ
延
期
に
よ
り
地
方
の

行
う
社
会
保
障
施
策
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、所
要
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
」

等
を
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
の
低
周
波
音
に

よ
る
健
康
被
害
の
対
策
向
上
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
と「
内
方
線
付

き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」の
整
備
促
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
の
安
全
か
つ

適
切
な
設
置
を
進
め
、低
周
波
音
に
よ
る

健
康
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、既
に
身
体

的
・
精
神
的
な
苦
痛
を
味
わ
っ
て
い
る
方

が
孤
立
し
な
い
よ
う
に「
関
係
業
界
団
体

等
と
の
連
携
を
密
に
し
、住
宅
業
者
等
へ

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
」等
を
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

　

視
覚
障
が
い
者
を
は
じ
め
、利
用
者
が

安
心
し
て
駅
ホ
ー
ム
を
利
用
で
き
る
よ

う
、総
合
的
な
転
落
事
故
防
止
対
策
の
検

討
を
急
ぐ
と
と
も
に
、「
実
態
調
査
を
行

い
、危
険
性
が
高
い
駅
に
は
、ホ
ー
ム
ド

ア
を
速
や
か
に
設
置
す
る
こ
と
」等
を
国

会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
全
文
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

７６，７６９千円
３２，６６４千円
３０，０２５千円
６，７８４千円
３，３６８千円

３０，０２５千円
２３，７４８千円
６，２７７千円

総務区民委員会・環境建設委員会連合審査会
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◆ 

議　

長　

佐
原　

た
け
し

◆ 

副
議
長　

中
村
し
ん
い
ち

◆ 

副
議
長　

中
村
し
ん
い
ち

自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

区
民
が
誇
れ
る
新
宿
の
ま
ち
に
！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

景
気
の
回
復
局
面
は
、「
い
ざ

な
ぎ
景
気
」
を
超
え
、
戦
後
２
番

目
の
長
さ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
経
済
の
好
循
環
を

確
か
な
も
の
と
し
、
新
宿
の
地
域

経
済
が
活
性
化
さ
れ
、
豊
か
さ
を

も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、新
宿
区
で
は
、

区
政
の
根
幹
を
な
す
平
成
30
年
度

を
初
年
度
と
す
る
10
年
間
の
「
新

宿
区
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
今
後
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
の
影
響
な
ど
を
受
け
、
喫
緊

の
課
題
の
高
齢
者
対
策
や
子
育
て

支
援
・
待
機
児
童
解
消
対
策
、
首

都
直
下
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
防

災
・
減
災
対
策
な
ど
課
題
山
積
の

中
、
こ
の
総
合
計
画
の
下
で
、
課

題
解
決
に
取
り
組
み
、
区
民
生
活

を
支
え
る
持
続
可
能
な
新
宿
の
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

住
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
！

新
宿
区
議
会
公
明
党

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
宿
区
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

新
し
い
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
健

康
づ
く
り
行
動
計
画
や
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
な

ど
、各
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
宿
区
議
会
公
明
党
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

新
宿
を
目
指
し
、
生
活
者
の
視
点

で
働
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

公
明
党
は
、
人
生
100
年
時
代
へ

向
け
、「
す
べ
て
の
人
が
輝
く
」

社
会
の
実
現
の
た
め
、
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援

が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
待
機
児

童
の
解
消
と
幼
児
教
育
無
償
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
、
社
会
保
障
経
費
や
行
政

需
要
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
区
議
会
公
明
党
は
、
現
場
第

一
主
義
で
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

下村　治生
4 期

〒160-0021
歌舞伎町2-42-3
（3200）7181

おぐら　利彦
4 期

〒160-0004
四谷1-3
（3353）9000

宮坂　俊文

〒161-0031
西落合1-25-15-
301
（3951）9848

有馬としろう
4 期

〒161-0032
中落合2-12-26
グランスイート
中落合101
（3952）8354

中村しんいち
3 期

〒169-0072
大久保2-2-20-502
080（9804）7326

野もと  あきとし
3 期

〒169-0073
百人町3-22-12-102
（3368）5035

幹事長
豊島　あつし

2 期
〒162-0041
早稲田鶴巻町537
メゾン三晃302
080（9804）7328

赤羽　つや子
5 期

〒161-0032
中落合1-21-3
（3366）0164

新
宿
区
の
財
政
力
を
活
か
し

区
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
区
政
に
全
力
！

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

　

区
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
宿
区
平
和
都
市
宣

言
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
核
兵
器

禁
止
条
約
が
成
立
し
ま
し
た
。
日

本
政
府
に
も
批
准
を
求
め
る
運
動

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
都
議
選
、
衆
院

選
が
あ
り
ま
し
た
が
、
安
倍
政
権

の
下
で
今
年
は
介
護
保
険
や
国
民

健
康
保
険
の
制
度
改
定
に
よ
る
保

険
料
等
の
負
担
増
が
予
想
さ
れ
、

区
政
が
防
波
堤
と
な
っ
て
区
民
生

活
を
守
る
こ
と
が
益
々
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
の
貧
困
や
高
齢

化
の
進
展
、
教
員
の
多
忙
解
消
な

ど
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
課
題

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
区
議
団
は
、
新
宿
区

の
財
政
力
を
活
か
し
て
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
区

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

今
年
も
頑
張
り
ま
す
。雨宮　武彦

7 期
〒160-0017
左門町13
仙丈ビル501
090（1544）5088

田中のりひで
7 期

〒161-0034
上落合1-1-15-302
080（5483）5516

阿部　早苗
5 期

〒160-0022
新宿7-16-13
090（4015）8151

佐藤　佳一
2 期

〒169-0074
北新宿1-6-16
朝日クレスパリオ
北新宿602
090（2641）8431

団長
沢田　あゆみ

6 期
〒169-0051
西早稲田2-19-1
共美ビル101
090（3088）9591

あざみ　民栄
5 期

〒162-0842
市谷砂土原町3-18
090（1802）4520

幹事長
池田だいすけ

2 期
〒169-0074
北新宿4-23-2-302
（6279）1838

吉住　はるお
3 期

〒162-0838
細工町1-8
ヴィラK2  302
（3260）3104

6 期

佐原　たけし
4 期

〒169-0051
西早稲田1-18-15
ヴェラハイツ
早稲田404
（3207）5271

渡辺　清人
1 期

〒162-0067
富久町23-11
（5269）1515

平間  しのぶ
3 期

〒169-0073
百人町2-5-1-204
（3365）0103

北島としあき
2 期

〒169-0074
北新宿1-13-3
（3361）5315

井下田　栄一
2 期

〒160-0012
南元町4-17-512
080（9804）7330

三沢　ひで子
1 期

〒162-0067
富久町36-10
080（9804）9740

木もと  ひろゆき
1 期

〒162-0813
東五軒町3-22
070（6474）7447

川村のりあき
4 期

〒161-0031
西落合1-32-18
070（6510）8893

幹事長副幹事長 副団長
近藤　なつ子

6 期
〒162-0052
戸山1-16-16-310
090（4849）3227

◆ 

議　

長　

佐
原　

た
け
し

ひやま　真一
3 期

〒169-0075
高田馬場3-23-1
YSKビル601
（3366）3575

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

副幹事長
桑原　羊平

2 期
〒160-0023
西新宿8-1-8
（3366）0071

副幹事長 副幹事長
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１　

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
区
議
会
議

員
等
の
政
治
家（
候
補
予
定
者
含
む
）

は
、
年
賀
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ

状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
は
除
く
）
を
出
す
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

２　

選
挙
区
内
の
新
年
会
、
祭
り
、
学

校
行
事
等
で
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

も
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
開
催

通
知
に
会
費
の
金
額
が
明
記
さ
れ
て

い
る
場
合
は
除
く
）。
ま
た
、
有
権
者

（
実
行
委
員
会
、
各
種
団
体
等
）
が
政

治
家
に
対
し
て
寄
附
を
求
め
る
こ
と

も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

区
民
生
活
に
き
ち
ん
と
寄
り
添
い
、

そ
の
想
い
と
期
待
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
会
派
名
が
新
た
に
「
立

憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
」
と

な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
宿
区
で
は
、
財
政
環
境
が
不

透
明
な
状
況
に
あ
る
中
で
、
次
世

代
や
高
齢
者
、
生
活
困
窮
世
帯
へ

の
支
援
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
、
公
共
施
設
が
更
新
時

期
を
迎
え
た
こ
と
へ
の
対
応
、
開

催
ま
で
３
年
を
切
っ
た
東
京
2020
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

準
備
な
ど
、
重
要
な
行
政
需
要
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
も
区
民
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ

れ
に
抱
え
て
い
る
問
題
に
き
ち
ん

と
寄
り
添
い
、
切
実
な
想
い
と
期

待
に
応
え
る
べ
く
会
派
所
属
議
員

一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

会派役職
　氏　　名

当選期数
住　　所

電話番号

凡　例

平成30年  第１回定例会のお知らせ

本 会 議 2月15日（木）　午後 2 時から（平成30年度区政の基本方針説明）
2月20日（火） 午前10時から（代表質問等）
2月21日（水） 午前10時から（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）
3月16日（金）　午後 2 時から（議案、意見書・決議の採決等）

特別委員会 3月13日（火）　午後1時30分から（防災等安全対策、自治・議会・行財政改革等）
3月17日（水）　午後1時30分から（オリンピック・パラリンピック・文化観光等）

2月22日（木）～3月７日（水）　午前10時から（平成30年度予算案の審査）予算特別委員会

3月９日（金）・14日（月）　　　午前10時から常任委員会

★2月15日から3月16日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。

★ぜひ傍聴にいらしてください。（区役所5階）
★手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。
　事前に議会事務局までご連絡ください。
　（TEL 5273－3534　FAX 3209－9995）
★本会議・予算特別委員会は、「新宿区議会ホーム
　ページ」でインターネット中継（生中継・録画）
　を実施しています。ぜひご利用ください。

●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index08.html です。

幹事長
志田　雄一郎

5 期
〒160-0007
荒木町8
カインドステージ
四谷三丁目401
（3355）0546

副幹事長
久保　広介

2 期
〒162-0825
神楽坂6-16
（3260）0669

各
会
派
あ
い
さ
つ

各
会
派
あ
い
さ
つ

各
会
派
あ
い
さ
つ

く
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る
区
政
実
現
の
た
め

今
年
も
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す

社
民
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

かわの　達男
7 期

〒169-0075
高田馬場
1-20-10-303
（3208）8340

区
議
会
か
ら
改
革
を
推
進
し

子
ど
も
の
未
来
に
責
任
を
も
て
る
新
宿
区
へ

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
新
宿

伊藤　陽平
1 期

〒161-0031
西落合1-21-7
レオドールミレア
新宿西落合105
（6667）4427

夢
の
あ
る
持
続
可
能
な

新
宿
区
政
に
向
け
て
全
力
投
球
！

新
宿
区
民
の
会

のづ　ケン
5 期

〒161-0033 
下落合3-16-15-701
（3954）3573

幹事長
えのき　秀隆

6 期
〒161-0032
中落合4-6-11
（5983）8811

　

現
在
の
新
宿
区
政
は
財
政
的
に

も
安
定
し
て
お
り
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て
吉
住
区
政
も
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
に
よ
る
税
制
変
更

や
さ
ら
な
る
高
齢
化
社
会
の
進
展

な
ど
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
考
え
た
場
合
、
す
べ
て
を
手
ば

な
し
に
楽
観
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
変
動
の
激
し
い
時

代
に
あ
っ
て
は
、
何
が
区
民
の
要

望
と
し
て
大
切
な
の
か
を
的
確
に

検
討
し
て
、
具
体
的
な
施
策
に
つ

ね
に
優
先
順
位
を
考
え
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
予
算
や
人
的
資
源
を
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
で
重
点
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
区
民
の
目
線
で
積
極

的
に
政
策
提
言
を
行
い
な
が
ら
吉

住
区
政
を
支
え
つ
つ
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
向
け
全
力
で
取
り
組

む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

1 期
小野　裕次郎

〒161-0033
下落合1-15-21-604
（6908）0440

三雲　崇正
1 期

〒169-0075
高田馬場1-17-17
山口ビル301
（6380）3185

副幹事長
ふじ川  たかし

1 期
〒169-0072
大久保2-24-7
（3232）6858

区
議
会
議
員
の
寄
附
行
為
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

区
民
の
声
を
カ
タ
チ
に
。

誰
も
が
活
躍
で
き
る
新
宿
を
目
指
し
ま
す
！

新
宿
の
明
る
い
未
来
を
創
る
会

鈴木　ひろみ
2 期

〒162-0041
早稲田鶴巻町556
山口ビル2階
（3209）1635

本 会 議

特別委員会

平成30年　第１回
定例会のお知らせ

2月15日・20日・21日

2月22日～3月7日

3月16日

3月9日・12日

3月13日・14日

予算特別委員会

常任委員会

★2月15日から3月16日までの予定
　です。主な日程は、次のとおりです。

★ぜひ傍聴にいらしてください。
★手話通訳者または要約筆記者の配
　置もできます。事前に議会事務局
　（TEL：5273 -3534　FAX：3209-9995）
　までご連絡ください。
★本会議・予算特別委員会は、議会
　ホームページでインターネット中継
　（生中継・録画）を実施します。
　ぜひご利用ください。
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議案の概要と審議結果 （賛成…○、反対…×）
平成29年第4回定例会 （11月29日～12月11日）

会派略称 自無ク＝自由民主党・無所属クラブ
共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
新宿会＝新宿区民の会
スタ新＝スタートアップ新宿

公　明＝新宿区議会公明党
民無ク＝民進党・無所属クラブ
社　民＝社民党新宿区議会議員団
未来会＝新宿の明るい未来を創る会

新宿区議会ホームページもご覧ください！ 新宿区議会 検 索

○議長交際費とは
円滑な議会運営を図るため、議長が議会を代
表して各種行事や接遇・儀礼など対外的な活
動をするために支出する経費です。

○毎月の執行額について
月ごとの集計額を翌月に区議会ホームページ
で公表しています。平成２６年４月分以降を
ご覧いただけます。

（単位：円）
　　　　支出項目

支出先

会　費 見舞い 弔　慰 接　遇 合　計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

町　　  会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地 域 団 体 2 11,000 0 0 0 0 0 0 2 11,000

商　店　会 1 10,000 0 0 0 0 0 0 1 10,000

各種関係団体 12 111,000 0 0 0 0 0 0 12 111,000

そ　の　他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　  計 15 132,000 0 0 0 0 0 0 15 132,000

 平成 29 年度上半期　議長交際費支出状況　〔平成 29 年４月～９月分〕

○収入 ･･･ 区が会派に対して交付した金額。月額 15 万円に会派の人数を乗じた金額です。
○年度末に生じた残額（収入－支出合計）は、区へ返還されます。
●政務活動費…地方自治法に基づき「新宿区政務活動費の交付に関する条例」を制定し、議員（会派）の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として、区が会派に交付しています。
●政務活動費は、次の使途に用いることはできません　①政党活動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人への利益のために要する経費としての支出　②日当（1日あたりの決まった手当て）
としての支出　③寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出　④交際費に要する経費への支出（結婚式の祝い金、香料、見舞金等）
※「民進党・無所属クラブ」の会派人数は、4 月は 5 人、5 月～ 9 月は 4 人です。
※「新宿の明るい未来を創る会」は、平成 29 年 4 月 27 日に新たに結成された会派です。

 平成 29 年度上半期　政務活動費の各会派収支報告　〔平成 29 年４月～９月分〕  他都市からの視察　〔平成 29 年７月～ 12 月〕

支　　出
支出合計

会派名・人数 収入 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情活動費 会議費 資料費 人件費 事務費
自 由 民 主 党・ 無 所 属 ク ラ ブ 10 9,000,000 251,169 21,000 2,889,676 226,710 0 0 542,729 2,010,000 1,488,485 7,429,769
新 宿 区 議 会 公 明 党 9 8,100,000 6,303 153,324 2,604,603 0 0 0 623,249 0 863,845 4,251,324
日 本 共 産 党 新 宿 区 議 会 議 員 団 8 7,200,000 3,642 58,564 2,173,217 2,036,743 1,800 32,118 176,514 23,000 1,488,356 5,993,954
民 進 党・ 無 所 属 ク ラ ブ 4 ※ 3,750,000 30,314 53,375 1,595,498 14,290 0 8,579 21,688 940,000 284,103 2,947,847
新 宿 区 民 の 会 3 2,700,000 34,445 380,588 1,329,928 0 360 0 1,646 0 227,951 1,974,918
社 民 党 新 宿 区 議 会 議 員 団 1 900,000 76,360 83,980 234,800 60,000 0 0 24,000 0 346,737 825,877
ス タ ー ト ア ッ プ 新 宿 1 900,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
新 宿 の 明 る い 未 来 を 創 る 会 ※ 1 750,000 0 0 0 0 0 0 0 270,000 300,000 570,000

合 　　計 33,300,000 402,233 750,831 10,827,722 2,337,743 2,160 40,697 1,389,826 3,243,000 4,999,477 23,993,689

（単位：円）

視察日 議会名 調査内容

7 月 3 日 岡山県岡山市議会 地域ねこ対策

7 月 7 日 愛知県名古屋市会 新宿ニュース ( 外国語版 )

7 月 13 日 東京都板橋区議会 無接道敷地の建替えの新たな許可基準

7 月 25 日 愛媛県松山市議会 学校安全対策、不登校対策

8 月 3 日 愛媛県松山市議会 漱石山房記念館

8 月 23 日 東京都目黒区議会
町会・自治会活性化への支援
NPO や地域活動団体等、多様な主体との協働の推進

8 月 27 日 愛知県名古屋市会 避難所開設キット訓練

9 月 12 日 東京都足立区議会 学校図書館の司書の配置

9 月 12 日 愛知県議会 区客引き禁止条例

10 月 20 日 熊本県熊本市議会 議会改革

10 月 20 日 愛知県碧南市議会 オープンカフェ事業

10 月 19 日 愛媛県磯部町議会 認定子ども園の運営 ( 愛日こども園 )

10 月 25 日 愛知県議会 漱石山房記念館

11 月 7 日 神奈川県茅ヶ崎市議会 ユニバーサルデザインによるまちづくり

11 月 6 日 東京都中野区議会 保育ルーム「つるまき園」

11 月 17 日 北海道釧路市議会 オープンカフェ事業

12 月 22 日 東京都江戸川区議会 公有財産の活用「旧四谷第二中学校」

新宿区には、全国の議会（委員会・会派・議員）が施策調査のため視察に訪れています。

議　案　名 概　　　要 自無ク 公明 共産 民無ク 新宿会 社民 スタ新 未来会 議決結果

区
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案
　（
32
件
）

計
画 新宿区総合計画の基本的な事項について 新宿区基本構想を実現するため、新宿区総合計画を策定するに当たり、その基本的な事

項について定める。 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

予
算（
３
件
）

平成29年度新宿区一般会計補正予算（第5号）

補正予算額：7,676万9千円、補正後予算額：1,469億4,204万6千円
補正の理由：�社会資本等整備基金積立金、介護保険特別会計繰出金、四谷三栄町地域の

住居表示実施に要する経費、夏目漱石記念施設整備基金積立金、特別養護
老人ホーム等看取り環境整備助成に要する経費、障害者福祉活動基金積立
金、協働推進基金積立金、子ども未来基金積立金　を計上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成29年度新宿区一般会計補正予算（第6号）
補正予算額：2億4,897万5千円、補正後予算額：1,471億9,102万1千円
補正の理由：�報酬改定に伴う議員報酬及び議員期末報酬に要する経費、現員現給による

調整及び給与改定等に伴う給与費に要する経費　を計上
○ ○ × ○ ○

1 人棄権
○ × ○ 可決

平成29年度新宿区介護保険特別会計補正予算（第3号）
補正予算額：3,002万5千円、補正後予算額：265億7,170万3千円
補正の理由：�介護保険制度の改正に伴うシステム改修に要する経費、成年後見人等への

報酬助成の実績増に要する経費　を計上
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条
例
の
制
定
・
改
正
（
９
件
）

新宿区職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例 「地方公務員の育児休業等に関する法律」の改正に伴い、所要の改正を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区住宅宿泊事業の適正な運営の確保に関する条例
住宅宿泊事業に起因する事象による生活環境の悪化を防止するため、「住宅宿泊事業
法」に基づき規定すべき事項及び法に定めるもののほか、住宅宿泊事業の適正な運営の
確保に関し必要な事項を定める。

○ ○ ○ ○ ○
1 人棄権

○ × ○ 可決

新宿区立幼稚園条例の一部を改正する条例 「学校教育法施行令」の改正に伴い、引用条項を改める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例 議長、副議長、委員長、副委員長及び議員の議員報酬の月額を改定する。 ○ ○ × ○ ○

1 人棄権
○ × ○ 可決

新宿区長及び副区長の給料等及び旅費条例の一部を改
正する条例 区長及び副区長の給料の月額を改定する。 ○ ○ × ○ ○

1 人棄権
○ × ○ 可決

新宿区監査委員の給料等に関する条例の一部を改正す
る条例 常勤の監査委員の給料の月額を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○

1 人棄権
○ × ○ 可決

新宿区教育委員会教育長の給料等及び勤務等に関する
条例の一部を改正する条例 教育長の給料の月額を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○

1 人棄権
○ × ○ 可決

新宿区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 特別区人事委員会の勧告を受け、職員の給与を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○
1 人棄権

○ × ○ 可決

新宿区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例 特別区人事委員会の勧告を受け、幼稚園教育職員の給与を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○

1 人棄権
○ × ○ 可決

そ 

の 

他 

（
19
件
）

町の区域及び名称の変更について
住居表示を実施するため町の区域及び名称を変更する。新町名「四谷三栄町」（よつやさ
んえいちょう）。新町名の区域「三栄町の一部」、「荒木町の一部」、「四谷二丁目の一部」及
び「坂町の全部」。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公の施設の指定管理者の指定について

四谷地域センター(内藤町87) …四谷地域センター運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

牛込簞笥地域センター(簞笥町15) …牛込簞笥地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

榎町地域センター(早稲田町85) …榎町地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

若松地域センター(若松町12-6) …若松地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大久保地域センター(大久保2-12-7) …大久保地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

戸塚地域センター(高田馬場2-18-1) …戸塚地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

落合第一地域センター(下落合4-6-7) …落合第一地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

落合第二地域センター(中落合4-17-13) …落合第二地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

柏木地域センター(北新宿2-3-7) …柏木地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

角筈地域センター(西新宿4-33-7) …角筈地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

中強羅区民保養所
(神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320) …東京ビジネスサービス株式会社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

区民健康村
(山梨県北杜市長坂町中丸1622) …株式会社フジランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

西新宿シニア活動館(西新宿4-8-35) …社会福祉法人奉優会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿地域交流館(新宿5-3-13) …生活協同組合・東京高齢協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

東五軒町地域交流館、東五軒町児童館
(東五軒町5-24) …株式会社ニチイ学館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

中町地域交流館、中町児童館(中町25) …特定非営利活動法人ワーカーズコープ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿リサイクル活動センター(高田馬場4-10-2)
西早稲田リサイクル活動センター(西早稲田3-19-5)

…�公益財団法人新宿区勤労者・仕事支援セ
ンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

女神湖高原学園(長野県北佐久郡立科町大
字芦田八ケ野字赤沼平994) …信州リゾートサービス株式会社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決



　
　
　
複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
対
し
、
適
切
で
安
定
し
た
区
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
効
率

的
な
組
織
運
営
が
不
可
欠
。
①
（ア）
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
様
々

な
形
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
よ
り
、
区
民

が
複
数
窓
口
を
頻
繁
に
訪
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
（イ）
「
組
織
の
狭

間
」「
制
度
の
狭
間
」
を
つ
く
ら
な

い
た
め
の
取
り
組
み
は
。
②
次
期
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る
近

居
・
同
居
等
の
住
宅
施
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
具
体
的
な

検
討
状
況
と
制
度
設
計
は
。

　
　
　
①
（ア）
庁
内
横
断
的
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
。
丁
寧
か
つ
的

確
な
対
応
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

柔
軟
な
対
応
な
ど
、
今
後
も
、
区
民

の
視
点
に
立
っ
て
、
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
（イ）
各
部
の

経
営
会
議
や
区
政
運
営
会
議
に
お
い

て
情
報
共
有
し
、
庁
内
横
断
的
な
調

整
を
行
う
な
ど
、
狭
間
を
つ
く
ら
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
②
近

居
・
同
居
等
に
よ
る
引
越
し
代
な
ど

諸
経
費
へ
の
助
成
を
検
討
し
て
お

り
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
住
環
境
の
形
成
を
図
っ
て
い

く
。

防
犯
対
策
の
推
進
に
よ
る
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
い

つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
常
に
安
全
・
安

心
は
大
き
な
関
心
事
。
①
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
、
新
た
な
「
安
心
・
安
全
」

に
関
わ
る
問
題
・
課
題
も
発
生
し
て
い

る
が
、
区
に
お
け
る
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。
②
「
新
宿
区
住
宅
宿
泊

事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す

る
条
例
（
案
）
」
は
、
周
辺
環
境
の
悪

化
に
関
す
る
区
民
の
不
安
・
心
配
に
応

え
ら
れ
る
も
の
と
の
認
識
で
良
い
か
。

③
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
対
策

も
重
要
と
考
え
る
が
、
区
の
体
制
は

ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
①
自
動
通
話
録
音
機
を
500
台

購
入
し
、
区
内
警
察
署
と
連
携
し
な

が
ら
無
償
で
貸
出
し
て
い
る
。
今
後

も
警
察
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
②
住
宅
宿
泊
事

業
法
や
政
省
令
に
加
え
て
、
都
市
型

民
泊
に
関
す
る
新
宿
区
ル
ー
ル
を
定

め
る
こ
と
で
、
区
民
の
不
安
や
心
配

に
応
え
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。「
区
民
の
生
活
環
境
の
悪
化
を

防
止
す
る
こ
と
」
を
主
た
る
目
的
と

し
、
無
届
民
泊
が
潜
在
化
す
る
こ
と

が
無
い
よ
う
に
配
慮
し
た
内
容
と
し

て
い
る
。
③
他
区
に
先
駆
け
「
新
宿

区
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
連
絡

会
」
を
設
置
し
て
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
っ
て
お
り
、「
新
宿
区
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
地
域
医
療

包
括
BCP
」
も
策
定
し
、
発
生
時
に
備

え
た
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
　
①
新
宿
区
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
状
況
は
変
化
し
続
け
て
お
り
、

今
後
10
年
の
変
化
は
さ
ら
に
不
透
明

さ
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
、
新
宿
区
に
お
け
る
地
域
経
済

の
活
性
化
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。
②
（ア）
不
動
産
の
賃

貸
業
は
大
都
市
新
宿
区
に
お
け
る
地

場
産
業
と
い
う
位
置
付
け
も
可
能
と

思
う
が
、
区
長
の
所
見
は
。
（イ）
「
ビ

ル
オ
ー
ナ
ー
」
や
「
ア
パ
ー
ト
賃
貸

業
」
の
方
々
に
共
通
す
る
課
題
と
し

て
、
空
き
室
の
増
加
や
改
築
費
用
の

負
担
な
ど
が
あ
る
が
、
区
と
し
て
施

策
化
を
図
っ
て
い
る
の
か
。
③
「
新

宿
区
中
小
企
業
の
景
況
」
で
は
、
経

営
上
の
問
題
点
と
し
て
人
手
不
足
が

第
2
位
に
上
が
っ
て
い
る
が
、
区
に

お
け
る
支
援
状
況
は
。

　
　
　
①
「
新
宿
区
産
業
と
企
業
の

事
業
活
動
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果

か
ら
課
題
を
捉
え
て
お
り
、
地
域
経

済
を
支
え
る
商
店
街
の
活
性
化
も
引

き
続
き
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
②
（ア）

新
宿
区
で
は
企
業
の
集
積
や
歴
史
的

な
背
景
を
踏
ま
え
、
染
色
業
と
印

刷
・
製
本
関
連
業
を
地
場
産
業
と
位

置
付
け
て
お
り
、
不
動
産
賃
貸
業
は

区
の
特
徴
的
な
産
業
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
（イ）
空
き
店
舗
情
報
サ
イ
ト
に

よ
る
情
報
提
供
、
不
動
産
賃
貸
業
を

営
む
方
を
対
象
と
し
た
改
修
・
改
築

等
の
資
金
融
資
な
ど
を
通
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
③
「
U29
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
事
業
」
や
「
女
性
の
活

躍
推
進
企
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
な
ど

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
地
域
経

済
を
支
え
る
区
内
中
小
企
業
の
人
材

確
保
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
区
は
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

の
実
現
を
基
本
目
標
と
し
、
東
京
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
。「
女
性
の
活
躍
推

進
法
」
の
施
行
、
育
児
給
付
金
の
延

長
等
に
よ
り
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

の
更
な
る
増
大
が
予
測
さ
れ
る
。
①

待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
受
け
入
れ

枠
拡
大
目
標
の
進
捗
状
況
は
。
②
国

家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
、
都
立

や
区
立
公
園
内
に
保
育
所
を
設
置
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。
③
国
立
国

際
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
内
で
の
「
平

日
夜
間
こ
ど
も
診
療
室
」
は
、
子
育

て
す
る
上
で
大
変
心
強
い
。
土
曜
、

日
曜
も
診
療
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

を
受
け
て
い
る
。
小
児
科
医
が
不
足

す
る
中
、
厳
し
い
と
は
思
う
が
、
土

曜
日
の
み
で
も
拡
充
で
き
な
い
か
。

　
　
　
①
平
成
30
年
４
月
の
待
機
児

童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
賃
貸
物
件
を
活

用
し
た
保
育
所
整
備
を
中
心
と
し
、

30
年
５
月
ま
で
に
474
名
の
定
員
拡
大

を
行
う
。
②
公
園
は
、
地
域
住
民
の

大
切
な
憩
い
の
場
で
あ
る
が
、
待
機

児
童
を
め
ぐ
る
状
況
に
特
段
の
事
情

が
発
生
し
た
時
は
、
柔
軟
な
検
討
を

行
っ
て
い
く
。
③
土
曜
、
日
曜
の
夜

間
診
療
の
環
境
整
備
は
必
要
と
考
え

る
。
病
院
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

更
な
る
充
実
を
図
る
。

住
宅
施
策
で
の
更
な
る
工
夫
を

　
　
　
特
定
住
宅
は
中
堅
所
得
者
層

の
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
支
援
を

目
的
と
し
て
い
る
。
空
き
住
戸
を
解

消
し
、
適
切
な
収
入
を
安
定
的
に
得

る
こ
と
が
重
要
で
入
居
要
件
の
一
部

緩
和
や
、
周
知
方
法
の
工
夫
を
既
に

行
っ
て
い
る
。
①
更
な
る
入
居
促
進

の
た
め
、
（ア）
所
得
制
限
を
引
き
上
げ

る
検
討
を
し
て
は
。
（イ）
現
在
必
要
と

さ
れ
て
い
る
連
帯
保
証
人
や
、
敷
金

等
を
見
直
し
、
入
居
希
望
者
の
初
期

負
担
感
を
解
消
す
べ
き
。
②
子
の
出

生
と
成
長
や
、
子
育
て
と
介
護
の
両

立
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

て
住
み
替
え
を
要
す
る
子
育
て
世
帯

へ
の
居
住
支
援
は
、
子
育
て
支
援
に

も
繋
が
る
総
合
的
な
支
援
と
な
り
、

定
住
促
進
に
効
果
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
①
（ア）
共
働
き
の
増
加
に
よ
り

世
帯
所
得
が
上
昇
傾
向
な
の
で
、
入

所
希
望
者
の
対
象
拡
大
の
た
め
、
引

き
上
げ
を
検
討
し
て
い
く
。
（イ）
保
証

会
社
の
利
用
に
よ
る
家
賃
等
債
務
保

証
制
度
導
入
や
、
敷
金
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
く
。
②
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
よ
る
住
み
替
え
や
、
親

子
が
近
居
・
同
居
し
互
い
に
支
え
合

う
こ
と
は
、
住
ま
い
の
安
定
確
保
に

重
要
な
こ
と
。
一
定
の
条
件
の
も

と
、
引
越
し
代
等
の
助
成
を
検
討
し

て
い
く
。

区
の
魅
力
を
発
揮
し
た
観
光
施
策

　
　
　
訪
日
客
数
が
増
え
続
け
る
中

で
、
観
光
施
策
は
重
要
な
役
割
を
占
め

る
。
①
観
光
施
策
の
現
状
と
今
後
へ
の

認
識
は
。
②
新
宿
観
光
案
内
所
の
ス

タ
ッ
フ
の
拡
充
が
必
要
で
は
。
③
友
好

都
市
の
長
野
県
伊
那
市
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
、
新
宿
東
南
口
駅
前
広
場
の
タ
カ

ト
ウ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
、
桜
の
開
花
時
期
に
あ
わ
せ

て
開
催
し
て
は
ど
う
か
。
④
海
外
へ
向

け
新
宿
の
魅
力
を
発
信
し
、
国
際
観
光

都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上

す
る
た
め
の
取
組
み
は
。

　
　
　
①
賑
わ
い
を
創
出
し
、
地
域

経
済
の
活
力
を
生
む
原
動
力
と
な
る

観
光
施
策
は
持
続
的
に
発
展
し
続
け

る
新
宿
を
実
現
す
る
柱
と
認
識
。
観

光
施
策
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
オ
ー
ル
新
宿
で
取
り
組
む
。
②

利
用
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、
ス
タ
ッ

フ
を
適
切
に
配
置
す
る
。
③
伊
那
市

観
光
協
会
と
新
宿
観
光
振
興
協
会
と

で
協
力
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を

調
整
中
。
伊
那
市
の
PR
と
共
に
、
区

の
新
た
な
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
観
光
案
内

所
と
併
せ
て
PR
し
て
い
く
。
④
外
国

人
旅
行
者
向
け
情
報
誌
へ
の
観
光
情

報
掲
載
な
ど
、
自
国
に
い
な
が
ら
新

宿
を
知
る
機
会
を
創
出
し
、
知
名
度

や
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
。
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質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁 新

宿
区
総
合
計
画
（
案
）
と

組
織
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

吉
住
は
る
お

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
を

新
宿
区
議
会
公
明
党

豊
島
あ
つ
し

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

親世代と子世代が住み続けられる住環境を

小児平日夜間診療のさらなる充実を
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次
期
総
合
計
画
の
個
別
施
策

の
内
容
が
不
十
分
な
項
目
に
つ
い

て
、
更
な
る
検
討
・
改
善
を
求
め
る
。

①
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
と
定
員

超
過
へ
の
対
応
は
、「
ひ
ろ
ば
プ
ラ

ス
」
で
は
な
く
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
定

員
拡
大
・
増
設
を
。
②
人
権
・
多
様

性
の
尊
重
と
し
て
、
LGBT
等
性
自
認
や

性
的
指
向
に
よ
り
困
難
を
抱
え
る
区

民
へ
の
支
援
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
基
本
計
画
に
施
策
を
明
確
に
示

す
べ
き
。

　
　
　
①
多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
居
場
所
づ
く
り
を
総
合
的

に
推
進
す
る
。
定
員
を
大
き
く
上
回

る
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
館
ス
ペ
ー

ス
の
活
用
や
教
育
委
員
会
と
の
協
議

を
行
い
、
新
た
な
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
。
②
性
の
多
様
性
へ
の
理

解
・
啓
発
の
推
進
、
当
事
者
や
家
族

等
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と

で
施
策
が
推
進
さ
れ
る
と
考
え
る
。

民
泊
に
つ
い
て

　
　
　
①
区
独
自
の
条
例
で
は
、
住

居
専
用
地
域
で
の
月
曜
日
正
午
か
ら

金
曜
日
正
午
ま
で
の
民
泊
を
禁
止
す

る
と
し
て
い
る
が
、
全
日
禁
止
す
べ

き
。
商
業
地
域
や
近
隣
商
業
地
域
に

も
多
く
の
住
居
が
あ
る
の
で
、
一
定

の
日
数
制
限
を
。
②
条
例
に
基
づ
く

指
導
の
徹
底
に
は
、
施
行
前
に
民
泊

の
実
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
。
届
出
の
受
付
事
務
や
苦
情
・
相

談
へ
の
対
応
に
備
え
、
今
か
ら
担
当

部
署
へ
の
人
員
配
置
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
体
制
の
構
築
を
。

　
　
　
①
規
制
強
化
に
よ
る
無
届
出

民
泊
の
増
加
を
危
惧
し
、
住
居
専
用

地
域
は
全
日
禁
止
で
は
な
く
期
間
制

限
と
し
た
。
旅
館
業
法
で
営
業
可
能

な
商
業
地
域
等
は
、
条
例
の
ル
ー
ル

で
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
。
②
京

都
市
の
事
例
で
民
泊
の
実
態
把
握
は

困
難
と
認
識
。
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
等
で

制
度
の
周
知
と
届
出
の
促
進
に
努
め

る
。
ま
た
、
健
康
部
の
職
員
体
制
の

充
実
、
民
泊
事
業
者
の
公
表
、
国
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
機
能
を
活
用
し
た

苦
情
・
相
談
体
制
の
整
備
、
関
係
機

関
と
の
連
携
等
で
今
後
の
課
題
に
対

応
し
て
い
く
。

新
た
な
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
①
新
た
な
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
素
案
）
に
は
、
最
近
の
教
育
環
境

を
取
り
巻
く
課
題
へ
の
対
応
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
目
標
実
現
に
は
、
教
員

の
多
忙
解
消
が
必
須
で
あ
る
。
時
間

外
労
働
の
過
労
死
ラ
イ
ン
超
え
解
消

及
び
年
度
毎
の
数
値
目
標
を
。
ま
た

ICT
を
活
用
し
た
出
退
勤
管
理
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
で
、
労
働
時
間
削

減
の
取
組
み
を
。
②
課
題
の
根
本
的

な
解
決
に
向
け
、
国
や
都
に
全
学
年

の
少
人
数
学
級
の
実
施
の
要
望
を
。

③
個
別
事
業
に
自
治
基
本
条
例
を
生

か
し
た
主
権
者
教
育
の
位
置
付
け
を

示
す
べ
き
。

　
　
　
①
教
育
委
員
会
職
員
と
学
校

代
表
と
の
PT
で
時
間
外
在
校
時
間
過

労
死
ラ
イ
ン
超
過
の
解
消
や
数
値
目

標
、
会
議
の
在
り
方
等
を
検
討
す

る
。
可
能
な
も
の
か
ら
、
順
次
業
務

改
善
に
取
り
組
む
。
②
少
人
数
学
級

は
、
質
の
高
い
教
育
の
提
供
に
有
効

と
考
え
、
引
き
続
き
国
や
都
に
要
望

す
る
。
③
実
際
の
投
票
箱
を
使
っ
た

中
学
校
生
徒
会
役
員
選
挙
等
と
関
連

付
け
、
自
治
基
本
条
例
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
を
実
施
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
意
見
と

あ
わ
せ
て
主
権
者
教
育
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

　
　
　

違
法
民
泊
が
都
心
部
に
お

い
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
区
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
や
相
談

も
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
る
。

今
定
例
会
で
は
、
民
泊
の
「
新
宿
区

ル
ー
ル
」
で
あ
る
条
例
が
上
程
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
不

安
や
生
活
上
の
迷
惑
行
為
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
①
違
法
民

泊
等
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
体
制

を
強
化
し
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
す

べ
き
で
は
。
②
条
例
に
は
「
周
辺
地

域
の
住
民
に
対
す
る
説
明
等
」
と
あ

る
が
、
周
辺
地
域
の
住
民
の
範
囲
は
。

③
条
例
の
区
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
　
　
①
職
員
体
制
等
を
強
化
し
、

関
係
部
署
間
の
情
報
共
有
を
行
い
、

全
庁
的
な
取
り
組
み
で
対
応
す
る
。

②
周
辺
地
域
の
住
民
の
範
囲
を
定
め

る
に
あ
た
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域

法
や
今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
。
③
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
制

度
の
理
解
を
図
る
。

外
国
人
観
光
客
へ
の
医
療
体
制

　
　
　
①
日
本
の
暑
さ
は
高
温
多
湿

の
た
め
、
外
国
人
観
光
客
に
向
け
て

も
熱
中
症
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要
で

は
な
い
か
。
②
デ
ン
グ
熱
や
腸
チ
フ

ス
等
の
輸
入
感
染
症
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
①
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
SNS
を
活

用
し
た
情
報
発
信
や
多
言
語
に
対
応

し
た
救
急
医
療
体
制
や
外
国
人
受
け

入
れ
医
療
機
関
の
充
実
な
ど
国
の
取

り
組
み
案
に
、
積
極
的
に
連
携
し
て

い
く
。
②
保
健
所
が
患
者
発
生
届
を

受
け
た
際
に
は
、
速
や
か
に
訪
問
、

調
査
し
、
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
。

　
　
　
学
校
給
食
の
無
償
化
の
是
非

や
給
食
費
の
未
納
な
ど
が
議
論
さ

れ
る
中
で
、
給
食
が
「
お
い
し
い
・

ま
ず
い
」
と
い
っ
た
情
報
も
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
区
の
学
校
給
食
の
調

理
業
務
は
民
間
委
託
さ
れ
、
安
全
性

の
確
保
や
栄
養
価
の
基
準
を
満
た
す

こ
と
は
自
明
の
要
件
で
あ
り
、「
お

い
し
さ
」
の
観
点
か
ら
の
業
者
の
選

定
や
生
徒
へ
の
調
査
を
行
う
考
え

は
。

　
　
　
児
童
生
徒
へ
の
嗜
好
調
査
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
各
校
の
栄
養

士
が
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
意
見

や
、
残
食
率
の
確
認
な
ど
を
参
考
に

メ
ニ
ュ
ー
の
改
善
を
重
ね
、
よ
り

「
お
い
し
い
給
食
」
の
提
供
に
取
組

ん
で
い
る
。

次
期
新
宿
区
総
合
計
画
等
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

民
泊
の
適
正
な
運
営
に
つ
い
て

民
進
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

学
校
給
食
に
つ
い
て

新
宿
区
民
の
会

あ
ざ
み
民
栄

志
田
雄
一
郎

の
づ
ケ
ン
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答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

真夏のオリンピック、熱中症への注意喚起を

おいしい給食で子どもたちに笑顔を

答
弁

答
弁

質
問

質
問

教員の多忙を解消し、質の高い教育を
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①
改
正
自
殺
対
策
基
本
法
第

17
条
の
「
困
難
な
事
態
、
強
い
心
理

的
負
担
を
受
け
た
場
合
等
に
お
け
る

対
処
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
」
た
め

の
教
育
を
義
務
教
育
課
程
の
す
べ
て

の
子
ど
も
に
提
供
す
べ
き
で
は
。
②

若
者
に
対
す
る
自
殺
対
策
は
。

　
　
　
①
「
SOS
の
出
し
方
に
関
す
る

教
育
」
に
つ
い
て
、小
学
校
で
は
「
生

命
の
尊
さ
」
を
、
中
学
校
で
は
心
の

健
康
を
保
つ
た
め
の
欲
求
や
ス
ト
レ

ス
等
へ
の
対
処
の
仕
方
を
学
ん
で
い

る
。
教
員
に
つ
い
て
も
関
連
す
る
研

修
の
充
実
を
図
る
。
②
若
者
向
け
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
支
え
手
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
区
内
NPO
と
連
携
す
る

と
と
も
に
、
若
者
に
届
き
や
す
い
相

談
窓
口
の
周
知
方
法
を
検
討
し
、
相

談
を
受
け
た
人
も
支
援
し
て
い
く
。

自
殺
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を

新
宿
の
明
る
い
未
来
を
創
る
会

鈴
木
ひ
ろ
み

気づき、相談、見守りで若者の自殺をなくそう

答
弁

質
問
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自無ク＝自由民主党・無所属クラブ
新宿会＝新宿区民の会

公　明＝新宿区議会公明党
社　民＝社民党新宿区議会議員団

共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
スタ新＝スタートアップ新宿

民無ク＝民進党・無所属クラブ
未来会＝新宿の明るい未来を創る会

小
学
校
児
童
と
外
国
人
と
の
交
流

　
　
　

約
43,000
人
の
外
国
人
が
暮
ら
し
、

観
光
客
も
年
々
増
加
し
て
い
る
新
宿

区
で
は
、
お
互
い
の
文
化
的
違
い
を

認
め
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で

き
る
多
文
化
共
生
が
ま
ち
の
新
た
な

創
造
に
繋
が
る
。
日
本
語
学
校
等
の

学
生
と
区
内
児
童
生
徒
の
交
流
は
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
外
国
語
に
接
す
る
な

ど
貴
重
な
機
会
と
な
る
の
で
は
。

　
　
　
地
域
協
働
学
校
の
仕
組
み
等

を
活
用
し
た
交
流
の
支
援
と
国
際
理

解
・
外
国
語
教
育
を
積
極
的
に
推
進
。

公
明

三
沢
ひ
で
子

自
殺
対
策
に
つ
い
て 

　
　
　
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
に

地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
り
組
み

を
、
PDCA
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
推
進
す

る
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
区

に
お
け
る
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
は
。

　
　
　
今
後
示
さ
れ
る
国
の
「
市
町

村
自
殺
対
策
計
画
の
手
引
き
」
や
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
「
地
域
自
殺
対

策
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
、
都
の
自
殺

対
策
計
画
等
を
参
考
に
、
区
の
現
状

を
踏
ま
え
た
計
画
を
策
定
し
、
実
践

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

自
無
ク

渡
辺
清
人

民
泊
の
条
例
制
定
に
向
け
た

意
見
と
対
応
に
つ
い
て

　
　
　

条
例
制
定
に
向
け
た
、
新
宿

ル
ー
ル
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
や
民
泊
問
題
検
討
会
議
で
の
主

な
意
見
と
区
の
対
応
状
況
は
。

　
　
　
事
業
者
等
の
責
務
や
違
法
民

泊
防
止
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
っ
た
。

事
業
者
等
の
責
務
に
つ
い
て
は
、
法

の
趣
旨
も
踏
ま
え
義
務
規
定
に
修
正
。

違
法
民
泊
の
防
止
に
関
し
て
は
、
制

度
周
知
を
図
り
届
出
の
促
進
に
努
め
、

指
導
監
督
等
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
。

自
無
ク

桑
原
羊
平

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

情
報
化
社
会
の
子
ど
も
の
健
全
育
成

　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
世
界
に

繋
が
り
SNS
利
用
に
は
保
存
・
拡
散
し
、

削
除
で
き
な
い
等
の
リ
ス
ク
学
習
が
大

切
で
あ
る
。
区
は
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を

教
育
課
程
に
位
置
づ
け
、
学
校
で
の
実

施
や
家
庭
へ
防
犯
啓
発
冊
子
等
を
配
付

し
て
い
る
。
効
果
と
現
状
認
識
は
。

　
　
　
毎
年
、
児
童
・
生
徒
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
取
組
み
効

果
が
着
実
に
表
れ
て
い
る
一
方
で
、

家
族
の
話
合
い
が
な
い
等
が
約
2
割

い
る
こ
と
か
ら
一
層
の
推
進
が
必
要
。

新
宿
会

え
の
き
秀
隆

質
問

答
弁

住
宅
確
保
要
配
慮
者
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
改
正
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
法
で
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ

の
家
賃
低
廉
化
に
は
区
に
よ
る
居
住

支
援
協
議
会
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
供
給
促
進
計
画
を
持
て
ば
登

録
基
準
の
強
化
・
緩
和
も
可
能
と
な

る
。
急
い
で
居
住
支
援
協
議
会
を
設

置
し
供
給
促
進
計
画
を
持
つ
べ
き
。

　
　
　
居
住
支
援
協
議
会
や
供
給
促

進
計
画
を
含
め
た
住
宅
確
保
要
配
慮

者
の
円
滑
な
入
居
に
向
け
た
制
度
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
。

共
産

近
藤
な
つ
子

質
問

質
問

質
問

質
問

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　

①
新
大
久
保
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
伴
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

補
助
と
駅
西
側
区
道
の
歩
行
空
間
の

形
成
の
予
定
は
。
②
桜
美
林
大
学
新

キ
ャ
ン
パ
ス
が
平
成
31
年
4
月
に
開

設
予
定
。
連
携
推
進
へ
の
考
え
は
。

　
　
　
①
平
成
30
・
31
年
の
2
年
で

補
助
を
行
う
予
定
。
駅
舎
に
面
し
た

区
道
部
分
を
拡
幅
す
る
。
②
地
域
と

の
交
流
や
防
災
・
減
災
へ
の
取
組
み

を
通
じ
、
大
学
と
区
や
区
民
の
連
携

を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

公
明

野
も
と
あ
き
と
し

質
問

答
弁

高
齢
者
の
健
康
施
策
の
充
実
を

　
　
　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
地
域

の
中
で
豊
か
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て

い
く
た
め
に
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
様
々
な
施
策
が
重
要
で
あ
る
。
計

画
策
定
後
も
「
新
宿
区
健
康
づ
く
り

庁
内
推
進
会
議
」
を
継
続
し
、
区
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
　
会
議
を
継
続
し
、
さ
ら
に
福

祉
部
・
健
康
部
に
よ
る
健
康
施
策
の
検

討
組
織
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
を
所
管
す
る
部
署

も
加
え
、
全
庁
的
に
推
進
し
て
い
く
。

民
無
ク

久
保
広
介

衆
議
院
小
選
挙
区
制
の
廃
止
を

　
　
　

10
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

区
内
の
小
選
挙
区
が
分
割
さ
れ
、
無

効
票
が
相
当
数
あ
っ
た
。
有
権
者
の

意
思
を
無
視
し
た
分
区
は
や
め
、
得

票
率
が
正
確
に
議
席
数
に
反
映
し
な

い
小
選
挙
区
制
は
廃
止
す
べ
き
。
国

に
も
要
望
す
る
こ
と
。

　
　
　
全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会

連
合
会
を
通
じ
て
分
割
解
消
を
要
望

し
て
い
る
。
選
挙
制
度
の
改
廃
は
国

会
で
の
議
論
が
重
要
と
考
え
、
現
段

階
で
廃
止
の
要
望
は
考
え
て
い
な
い
。

共
産

雨
宮
武
彦

質
問

答
弁

安
倍
内
閣
の
人
づ
く
り
革
命

　
　
　

安
倍
首
相
は
、
所
信
表
明
で

「
人
生
100
年
時
代
」
を
見
据
え
、
経
済

社
会
シ
ス
テ
ム
の
大
改
革
に
挑
戦
す

る
と
宣
言
し
、「
人
づ
く
り
革
命
」
で

は
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
と
待
機
児

童
解
消
、
介
護
人
材
の
確
保
な
ど
に

取
組
む
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
方
針
に
対
す
る
区
の
所
見
は
。

　
　
　
子
育
て
や
介
護
等
現
役
世
代

の
不
安
の
解
消
を
図
る
も
の
で
、
施

策
の
方
向
性
は
同
様
と
認
識
し
て
い

る
。

新
宿
会

ふ
じ
川
た
か
し

No.２８１

　
　
　
選
挙
期
間
中
ア
ク
セ
ス
の
集

ま
る
選
管
HP
で
、
候
補
者
の
情
報
へ

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
候
補
者
ま
と
め
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
成
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
次
回
の
区
長
選
や
区
議
会
議

員
選
挙
に
向
け
て
、
候
補
者
の
HP
や

SNS
の
リ
ン
ク
を
選
管
HP
で
掲
載
出
来

る
よ
う
に
検
討
を
進
め
る
。

自
動
車
の
新
宿
ナ
ン
バ
ー
導
入
を

　
　
　
新
宿
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
ナ

ン
バ
ー
導
入
は
有
効
。
ま
ず
区
民

が
、
現
在
の
練
馬
ナ
ン
バ
ー
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
意
識
調
査
が

必
要
で
は
。

　
　
　
練
馬
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
区

民
意
識
調
査
の
予
定
は
な
い
が
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

に
関
す
る
情
報
収
集
な
ど
を
行
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
選
挙
情
報
充
実
を

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
新
宿

伊
藤
陽
平

答
弁

答
弁

質
問

質
問

一一

般般

問問

質質答
弁

質
問

答
弁

WEBを活用した選挙公報で若者の政治参加を推進

　
　
　
「
教
員
の
勤
務
実
態
調
査
」

の
結
果
で
は
、
時
間
外
労
働
は
月
80

時
間
の
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い

る
。
①
校
長
は
教
員
の
勤
務
実
態
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。
②
2020
年
度
か

ら
５
・
６
年
生
で
外
国
語
が
教
科
化

さ
れ
る
が
、
対
応
は
。
③
教
員
の
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
に
は
、
少
人
数

学
級
の
拡
大
や
教
員
定
数
の
拡
大
が

有
効
と
考
え
る
が
。
④
長
時
間
労
働

の
削
減
に
向
け
た
対
策
は
。

　
　
　
①
PT
を
設
置
し
客
観
的
な
把

握
方
法
を
検
討
す
る
。
②
外
国
人
英

語
教
育
指
導
員
の
配
置
に
加
え
、
デ

ジ
タ
ル
教
材
の
活
用
を
検
討
。
③
配

置
基
準
の
見
直
し
等
を
含
め
、
都
に

働
き
か
け
る
。
④
具
体
的
な
方
策
を

検
討
し
、
教
員
が
業
務
に
専
念
で
き

る
環
境
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

教
員
の
長
時
間
労
働
を
な
く
す
た
め
に

社
民
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

か
わ
の
達
男

答
弁

質
問

教員の負担軽減を！

答
弁



●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
６
件
と

陳
情
８
件
を
審
査
し
、
５
件
の
報

告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
「
新
宿
区
住
宅
宿
泊
事
業
の

適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す
る

条
例
」
な
ど
議
案
５
件
は
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
新
規
付
託
の
陳
情
２
件
は
審

査
未
了
と
し
、
他
６
件
は
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

●
10
月
25
～
27
日
に
地
方
都
市

視
察
を
行
い
、
山
口
県
宇
部
市

で
は
「
は
つ
ら
つ
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
等
に
つ
い
て
、
福
岡
県
北

九
州
市
で
は
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
に
つ
い
て
、
京
都
府
京
都

市
で
は
民
泊
対
策
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
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●
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

な
ど
議
案
22
件
及
び
継
続
中
の
陳

情
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
第
61
号
議
案
の
「
新
宿
区
総

合
計
画
の
基
本
的
な
事
項
に
つ

い
て
」
は
、
総
務
区
民
委
員
会

と
環
境
建
設
委
員
会
の
連
合
審

査
会
を
10
年
ぶ
り
に
行
い
質
疑

し
ま
し
た
。

●
「
新
宿
区
総
合
計
画
の
基
本

的
事
項
」
、「
議
員
報
酬
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
、「
区
長

及
び
副
区
長
の
給
与
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
３
件
及
び

関
連
補
正
予
算
１
件
は
賛
成
多

数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

に
関
す
る
意
見
書
採
択
」
に
関

す
る
陳
情
は
、
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

●
11
月
６
日
、
７
日
に
地
方
都

市
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
堺
市

で
は
パ
ソ
コ
ン
の
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
三
重
県
で
は

多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

な
ど
議
案
８
件
を
審
査
し
、
可

決
。
４
件
の
報
告
を
受
け
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

●
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
」
の
議
案
で

は
、
公
募
に
１
者
し
か
応
募
が

な
い
施
設
が
増
え
て
き
た
な
か

で
、
事
業
者
の
質
を
ど
う
担
保

す
る
の
か
等
、
活
発
な
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

●
10
月
25
～
27
日
に
、
福
岡

県
小
郡
市
「
図
書
館
行
政
に
つ

い
て
」
、
広
島
県
広
島
市
立
藤

の
木
小
学
校
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
教
育
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
、
兵
庫
県
明
石
市

「
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に

つ
い
て
」
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

き
続
き
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。

●
10
月
17
日
に
、「
上
落
合
防

災
活
動
拠
点
」
を
視
察
し
ま
し

た
。
区
内
の
各
防
災
倉
庫
に
お

け
る
備
蓄
物
資
の
配
置
状
況
や

管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

●
11
月
21
日
に
、
み
な
み
も
と

町
公
園
の
地
下
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
南
元
町
雨
水
調
整
池
」

及
び
公
園
周
辺
の
「
南
元
町
幹

線
整
備
工
事
現
場
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
近
年
、
集
中
豪
雨

は
頻
繁
に
発
生
し
「
都
市
型
水

害
」
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

浸
水
被
害
を
軽
減
し
、
下
水
道

施
設
の
能
力
を
補
充
す
る
役
割

を
も
つ
雨
水
調
整
池
の
機
能
な

ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
る
「
避
難
所
（
区

立
富
久
小
学
校
）
整
備
に
関
す

る
陳
情
」
の
審
査
を
行
い
、
引

●
今
定
例
会
で
は
、「
区
議
会

ICT
化
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
、

理
事
者
か
ら
説
明
を
受
け
質
疑

を
行
う
と
と
も
に
、
議
会
改
革

に
向
け
て
各
委
員
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

へ
向
け
た
端
末
機
器
の
導
入
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
視
察
等

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
実
施
へ

向
け
、
改
め
て
①
ICT
化
で
何
が

変
わ
る
の
か
②
区
議
会
ICT
化
に

向
け
た
課
題
③
区
議
会
ICT
化
導

入
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

概
要
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
今
後
の
議
会
改
革
に
関
す
る

各
委
員
の
意
見
交
換
の
中
で

は
、
議
会
だ
よ
り
の
課
題
な
ど

議
会
の
広
聴
活
動
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

●
前
期
の
当
委
員
会
の
申
し
送

り
事
項
に
対
し
て
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
自
治

権
拡
充
、
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
、
検
討
課
題
を
継
続
し
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
の
補

正
予
算
２
件
を
審
査
し
、
６
件

の
報
告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

●
補
正
予
算
に
関
し
て
「
現
在

の
夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基

金
の
寄
附
状
況
」
や
「
漱
石
山

房
記
念
館
開
館
後
の
問
題
点
や

今
後
の
課
題
」
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
補

正
予
算
は
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

●
①
新
宿
区
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

②
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館

運
営
学
術
委
員
会
の
設
置
及
び

開
催
報
告
に
つ
い
て

③
平
成
29
年
度
第
２
回
新
宿
区

東
京
2020
大
会
区
民
協
議
会
の
開

催
に
つ
い
て

④
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
1000
日
前
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

⑤
新
宿
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
・

フ
ェ
ス
タ
2017
の
実
績
報
告
に
つ

い
て

⑥
平
成
29
年
度
新
宿
も
の
づ
く

り
マ
イ
ス
タ
ー
「
技
の
名
匠
」

の
認
定
及
び
新
宿
区
優
良
企
業

表
彰
に
つ
い
て

　
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
２
件

を
審
査
し
、「
新
宿
区
立
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
セ
ン
タ
ー
等
の
指

定
管
理
者
の
指
定
」
に
つ
い
て

は
全
員
賛
成
で
、
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

●
継
続
審
査
中
の
２
件
の
陳
情

は
、
い
ず
れ
も
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

●
11
月
13
～
15
日
に
地
方
都
市

視
察
を
行
い
、
兵
庫
県
神
戸
市

で
は
「
公
営
住
宅
を
活
用
し
た

定
住
促
進
策
」
、
大
阪
市
天
王

寺
公
園
で
は
「
天
王
寺
公
園
に

お
け
る
民
間
活
力
導
入
の
取
り

組
み
」
、
京
都
府
京
都
市
で
は

「
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
を
活
用
し

た
優
勝
メ
ダ
ル
の
制
作
」
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

新
宿
区
総
合
計
画
の
基
本
的
事
項
の
議
案
や

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
を
可
決

総
務
区
民
委
員
会

新
宿
区
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な

運
営
の
確
保
に
関
す
る
条
例
な
ど
を
可
決

福
祉
健
康
委
員
会

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
の
議
案
を
可
決

地
方
都
市
視
察（
小
郡
・
広
島
・
明
石
）を
実
施

文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会

避
難
所（
区
立
富
久
小
学
校
）整
備
に
関
す
る

陳
情
を
審
査

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基
金
積
立
金
の

補
正
予
算
を
可
決

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
文
化
観
光
等
特
別
委
員
会

新
宿
区
立
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
セ
ン
タ
ー
等
の

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
を
可
決

環
境
建
設
委
員
会

の
審
議
結
果

審
議
未
了
　
2
件

□
（
仮
称
）
新
宿
区
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な
運
営
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
陳
情
　
　［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

□
新
宿
区
に
お
け
る
住
宅
宿
泊
事
業
法
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
の
陳
情
　
　
　
　
　
　
　［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
区
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

佐
　
原
　
た
け
し

中
　
村
　
し
ん
い
ち

桑
　
原
　
羊
　
平

北
　
島
　
と
し
あ
き

川
　
村
　
の
り
あ
き

三
　
雲
　
崇
　
正

ふ
じ
川
　
た
か
し

三重県議会福岡県 北九州市

兵庫県 神戸市福岡県 小郡市

自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会

区
議
会
ICT
化
な
ど
議
会
改
革
に
つ
い
て

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」

　

11
月
28
日
、
新
宿
区
高
齢
者

支
援
課
職
員
を
講
師
に
迎
え
議

員
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
宿
区
の
認
知
症
施
策
の
現

状
、
認
知
症
へ
の
対
応
及
び
支

援
に
つ
い
て
、
現
場
の
具
体
例

を
踏
ま
え
た
り
、
寸
劇
を
交
え

た
り
し
た
、
わ
か
り
や
す
い
講

座
で
し
た
。

　

新
宿
区
議
会
は
、
認
知
症
に

対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を

持
ち
、
認
知
症
高
齢
者
等
に
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

● 本紙に関する問い合わせ　議会事務局調査管理係　電話：５２７３ー３５３４　FAX：３２０９ー９９９５

No.２８１

会

派

の

名

称

変

更

●�

「
民
進
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
」
は
、
１
月
１
日
付
で
「
立

憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
」
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。


